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●1月1日の人口／総人口49,911（-26）

男24,045（-32）女 25,866（+6）

世帯数 22,513（-21）（　）内は前月比

シ
リ
ー
ズ 市民 館 山 港 多 目 的 観 光 桟 橋 愛 称

『 館 山 夕 日 桟 橋 』 命 名 者　 庄 司 増 子 さ ん

お知らせ
 高めよう 地域の防災行動力
 市県民税の申告・所得税の確定申告は 2月 16 日（木）から



2平成 24 年 2月1日

お 知 ら せ
　

館
山
市
消
防
団
（
黒
川
三
喜

男
団
長
）
の
団
員
300
人
に
特
別

参
加
の
洲
崎
婦
人
消
防
隊
13
人

が
加
わ
り
、
消
防
出
初
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
９
時
、
規

律
の
と
れ
た
団
員

と
消
防
自
動
車
の

入
場
行
進
で
開
式

し
、
金
丸
市
長
か

ら
「
市
民
の
皆
さ

ん
が
安
全
・
安
心

な
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ

う
、
今
後
と
も
心

身
の
鍛
錬
、
技
術

の
練
成
に
努
め
て

い
た
だ
き
た
い
」

と
激
励
の
言
葉
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

黒
川
団
長
の
あ
い

さ
つ
に
続
き
、
来

賓
に
よ
る
服
装

点
検
と
車
両
点
検
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
第
５
分
団
第

11
部
に
よ
る
放
水
披
露
が
行
わ

れ
、
見
学
に
訪
れ
て
い
た
市
民

か
ら
は
拍
手
と
歓
声
が
あ
が
り

ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
地
域
防
災
に

長
年
尽
力
さ
れ
た
消
防
団
員

が
、
千
葉
県
知
事
功
労
章
を
は

じ
め
と
す
る
各
章
を
受
賞
し
ま

し
た
。
表
彰
さ
れ
た
団
員
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

　

千
葉
県
知
事
功
労
章
／
福
島

基
之
（
第
５
分
団
分
団
長
）

　

千
葉
県
知
事
精
勤
章
／
増
田

孝
義
（
第
２
分
団
分
団
長
）、
島

田
惠
一
（
第
７
分
団
分
団
長
）、

加
藤
誠
（
第
８
分
団
分
団
長
）、

伊
原
真
一
（
第
５
分
団
副
分
団

長
）、
安
西
克
己
（
第
７
分
団

副
分
団
長
）

　

千
葉
県
消
防
協
会
長
功
労
章

／
武
田
信
明
（
第
３
分
団
副
分

団
長
）

　

千
葉
県
消
防
協
会
長
精
勤
章

／
澤
口
博
（
第
１
分
団
分
団

長
）、
渡
邊
伸
雄
（
第
３
分
団

第
８
部
部
長
）、
安
田
邦
夫
（
第

８
分
団
第
20
部
部
長
）、
西
村
栄

介
（
第
７
分
団
第
18
部
班
長
）、

加
藤
浩
一
（
第
８
分
団
第
24
部

班
長
）

　

千
葉
県
防
災
危
機
管
理
監
章

／
安
田
典
弘
（
第
４
分
団
第
９

部
部
長
）、
島
田
卓

た
か
し

（
第
７
分

団
第
17
部
部
長
）、
松
崎
正
久

（
第
７
分
団
第
18
部
部
長
）、
川

名
雅
之
（
第
３
分
団
第
７
部
班

長
）、
岸
正
和
（
第
３
分
団
第

８
部
班
長
）、
石
井
信
幸
（
第

８
分
団
第
24
部
班
長
）

　

安
房
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事

務
組
合
消
防
長
章
／
安
西
峰
和	

（
第
６
分
団
副
分
団
長
）、
庄

司
雄
一
（
第
１
分
団
第
３
部
部

長
）、
飯
沼
和
博
（
第
２
分
団

第
５
部
部
長
）、
並
木
敏
行
（
第

４
分
団
第
10
部
部
長
）、
田
口
秀

明
（
第
５
分
団
第
11
部
部
長
）、

藤
本
敏と

し
ゆ
き孝

（
第
９
分
団
第
26
部

部
長
）、
島
田
房
男
（
第
９
分
団

第
27
部
部
長
）、
鈴
木
大
輔
（
第

１
分
団
第
２
部
班
長
）、
坂
本

館
山
市
消
防
出
初
式

高
め
よ
う 

地
域
の
防
災
行
動
力

　消防団は、地域住民の生命や財産などを火災を
はじめ各種災害から守るという、地域に根ざした
重要な役割を担っています。市消防団では、地域
防災のリーダーとして活躍する入団者を募集して
います。
　入団資格／18歳以上60歳未満の人
　活動内容／【平常時】火災から住民を守るため
の火災予防や広報活動、火災活動力を高めるため
の消防訓練、消防機械器具の点検など【災害時】
火災や風水害など災害時の出動、地震災害におけ
る住民の救護活動や避難誘導、災害現場の情報収
集・広報および警戒活動、行方不明者の捜索
　その他／非常勤特別職の地方公務員として処
遇、報酬・出動手当を支給、被服貸与、福利厚生
（公務災害補償・退職報償金・表彰）あり
　問合せ／社会安全課（☎ 22－ 3442）、地元
消防団

消防団への入団者を募集

▲団員と消防自動車の入場行進

　

新
春
恒
例
の
館
山
市
消
防
出
初
式
が
先
月
７
日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
第
１
駐
車
場
と
南
総
文

化
ホ
ー
ル
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
市
内
の
消
防
団
が
一
同
に
集
ま
り
、
服
装
点
検
や
放
水
披

露
な
ど
、
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
防
災
に
尽
力
さ
れ
た
功
労
者
99
人

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

問
合
せ
／
社
会
安
全
課
（
☎
22
―
３
４
４
２
）
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勉
（
第
７
分
団
第
18
部
班
長
）、

加
藤
善
行
（
第
８
分
団
第
19
部

班
長
）、
安
西
成な

り
ひ
と仁

（
第
８
分

団
第
20
部
班
長
）、
鈴
木
章
浩

（
第
３
分
団
第
７
部
団
員
）、
岡

崎
元
明
（
第
６
分
団
第
14
部
団

員
）、
井
月
裕
次
（
第
７
分
団

第
16
部
団
員
）、
片
山
誠
一
（
第

８
分
団
第
22
部
団
員
）、
植
野
和

彦
（
第
８
分
団
第
22
部
団
員
）、

早
川
治
男
（
第
８
分
団
第
24
部

団
員
）

　

千
葉
県
消
防
協
会
安
房
支
部

長
功
労
章
／
鈴
木
敏
之
（
第
４

分
団
副
分
団
長
）、
安
藤
忠
之

（
第
５
分
団
第
12
部
部
長
）、
安

西
淳
（
第
７
分
団
第
16
部
部

長
）、
川
向
直
人
（
第
４
分
団

第
９
部
班
長
）、
佐
野
貴
則
（
第

６
分
団
第
14
部	

班
長
）

　

千
葉
県
消
防
協
会
安
房
支
部

長
精
勤
章
／
吉
田
義
行
（
第
６

分
団
第
15
部
部
長
）、
廣
中
雅

行
（
第
２
分
団
第
５
部
班
長
）、

庄
本
幸
範
（
第
４
分
団
第
９
部

班
長
）、
完
戸
洋
介
（
第
５
分

団
第
12
部
班
長
）、
加
藤
一
芳

（
第
８
分
団
第
19
部
班
長
）、
鳥

海
公
司
（
第
９
分
団
第
27
部
班

長
）、
田
沼
啓ひ

ろ
あ
き晃

（
第
３
分
団

第
８
部
団
員
）、
日
下
尚
武
（
第

５
分
団
第
11
部
団
員
）、
佐
野

聖
一
（
第
６
分
団
第
14
部
団
員
）

　

館
山
市
消
防
団
長
精
勤
章
／

髙
尾
紀
一
（
第
４
分
団
第
10
部

班
長
）、
中
山
慎
一
（
第
８
分
団

第
22
部
班
長
）、
砂
川
利
巳
（
第

１
分
団
第
２
部
団
員
）、
田
中

敦
（
第
１
分
団
第
３
部
団
員
）、

能
重
和
彦
（
第
２
分
団
第
５
部

団
員
）、
清
水
博
之
（
第
３
分

団
第
７
部
団
員
）、
野
渡
納の

り
か
ず和

（
第
３
分
団
第
８
部
団
員
）、
八

巻
祐
也
（
第
４
分
団
第
９
部
団

員
）、
秋
山
伸
裕
（
第
４
分
団

第
10
部
団
員
）、
龍
﨑
健
一
（
第

５
分
団
第
11
部
団
員
）、
吉
田
勇

二
（
第
５
分
団
第
12
部
団
員
）、

久
保
誠
（
第
６
分
団
第
14
部
団

員
）、
村
山
健
一
朗
（
第
６
分
団

第
15
部
団
員
）、
芝
田
克
巳
（
第

７
分
団
第
17
部
団
員
）、
加
藤

敦
（
第
８
分
団
第
19
部
団
員
）、

石
井
和
好
（
第
８
分
団
第
20
部

団
員
）、
山
口
哲

さ
と
し

（
第
８
分
団

第
22
部
団
員
）、
和
田
崇
臣
（
第

９
分
団
第
27
部
団
員
）

　

館
山
市
消
防
団
長
機
関
員
章

／
本
間
修
二
（
第
２
分
団
第
４

部
班
長
）、
鈴
木
基
之
（
第
２

分
団
第
５
部
班
長
）、
庄
本
幸

範
（
第
４
分
団
第
９
部
班
長
）、

髙
尾
紀の

り
か
ず一

（
第
４
分
団
第
10
部

班
長
）、
坂
本
勉
（
第
７
分
団

第
18
部
班
長
）、
嶋
田
明
広
（
第

１
分
団
第
３
部
団
員
）、
佐
藤

広
之
（
第
３
分
団
第
７
部
団

員
）、
川
合
弘
竜
（
第
３
分
団

第
８
部
団
員
）、
小
西
晴せ

い
ろ
う朗

（
第

５
分
団
第
11
部
団
員
）、
出
口
信

之
（
第
５
分
団
第
12
部
団
員
）、

坂
本
憲
一
（
第
６
分
団
第
13
部

団
員
）、
佐
野
淳
一
（
第
６
分

団
第
14
部
団
員
）、
井
月
裕
次

（
第
７
分
団
第
16
部
団
員
）、
川

名
章
正
（
第
８
分
団
第
20
部
団

員
）、
山
川
一
真
（
第
８
分
団

第
24
部
団
員
）、
加
藤
章
彦
（
第

９
分
団
第
27
部
団
員
）

　

館
山
市
消
防
団
長
表
彰
感
謝

状
（
内
助
者
）
／
早
川
早
苗
、

市
川
洋
子
、
川
上
安
子
、
石
井

真
由
美
、
加
藤
敦
子	

　

消
防
庁
長
官
15
年
以
上
勤
続

退
団
者
表
彰
／
島
本
一
樹
（
元

分
団
長
）、
長
田
正
一
（
元
分

団
長
）、
小
田
喜
大
成
（
元
副

分
団
長
）、
河
木
慶け

い
し
ん眞

（
元
副

分
団
長
）、
秋
山
正
裕
（
元
部

長
）、
鈴
木
浩
之
（
元
部
長
）、

村
田
修
（
元
部
長
）、永
井
力

つ
と
む（

元

部
長
）、
加
藤
和
美
（
元
班
長
）、

須
田
久
雄
（
元
班
長
）、
小
柴

節と
も
お臣

（
元
団
員
）

▲はしご車の展示

　館山市消防団は9分団24
個部で構成されており、団員
数は現在358人です。団員
は、それぞれが本業を持ちな
がら、地域防災の中核的存在
として「かけがえのない私た
ちのまちを、安全で安心して
暮らせるまちにしたい」とい
う願いのもと、地域の安全確
保のため昼夜を問わず活動を
続けています。

　近年は団員数が減少し、被雇用者団員の割合が7
割を超え、地域防災力の低下が非常に懸念されてい
る状況にあります。このため、団員の確保は急務
であり、現在、団員の募集を積極的に行っています。
地域社会を構成する一員として最も重要なことは、
やはり、地域に暮らす一人一人が「自分たちのま
ちは自分たちの手で守る」という意識を持つこと
です。今こそ「新たな消防団員の力」が必要であり、
地域防災のために、皆さんの力を発揮してほしい
と願っています。
　あらゆる災害に“挑戦する消防団”として、こ
れからも組織の充実・強化を図り、魅力ある消防
団を目指し、まい進していきたいと考えておりま
すので、皆さんのご支援とご協力を心よりお願い
いたします。

魅力ある消防団を目指して
館山市消防団長　黒川　三喜男



市
県
民
税
の
申
告
・
所
得
税
の
確
定
申
告
は

　
　
　
　
　
　
　
　

２
月
16
日（
木
）か
ら
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お 知 ら せ
　

２
月
16
日
（
木
）
か
ら
３
月

15
日
（
木
）
ま
で
、
市
役
所
４

号
館
（
旧
市
民
セ
ン
タ
ー
）
と

各
地
区
で
受
付
を
行
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
申
告
会
場
で
担
当

者
が
所
得
の
内
容
を
聞
き
取
り

な
が
ら
申
告
書
を
作
成
し
ま
す

の
で
、
申
告
書
に
代
わ
り
事
前

に
「
申
告
の
ご
案
内
」
の
通
知

を
送
付
し
ま
す
。
こ
の
通
知
は

平
成
23
年
度
分
市
県
民
税
の
申

告
を
し
た
人
な
ど
、
申
告
が
必

要
と
思
わ
れ
る
人
を
対
象
と
し

て
い
ま
す
が
、
通
知
が
届
か
な

く
て
も
申
告
が
必
要
な
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
あ
ら
か
じ
め
申
告
書

を
作
成
し
た
い
人
や
、
郵
送
で

申
告
し
た
い
人
に
は
、
申
告
書

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
税
務
課

ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
告
に
は
次
の
書
類
が
必
要

で
す
。

　

申
告
に
必
要
な
書
類
／
①

「
平
成
24
年
度
申
告
の
ご
案
内
」

通
知
（
通
知
が
届
い
た
人
）
②

印
鑑
③
給
与
収
入
が
あ
っ
た
人

は
源
泉
徴
収
票
か
給
与
支
払
証

明
書
、
年
金
収
入
が
あ
っ
た
人

は
源
泉
徴
収
票
、
事
業
所
得
者

は
所
得
計
算
の
も
と
に
な
る
書

類
④
社
会
保
険
料
の
控
除
証
明

書
⑤
医
療
費
の
領
収
書
⑥
生
命

保
険
料
の
控
除
証
明
書
⑦
地
震

保
険
料
の
控
除
証
明
書
（
平
成

18
年
末
ま
で
に
締
結
し
た
長
期

損
害
保
険
料
の
控
除
証
明
書
）

⑧
寄
附
金
・
義
援
金
を
支
出
し

た
こ
と
が
わ
か
る
書
類

　

市
役
所
４
号
館
（
旧
市
民
セ

ン
タ
ー
）
で
の
受
付
時
間
は
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
ま

で
で
す
。
な
お
、３
月
８
日（
木
）

お
よ
び
３
月
15
日
（
木
）
は
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
７
時
ま

で
で
す
。

寄
附
金
控
除

　

平
成
23
年
１
月
１
日
か
ら
12

月
31
日
ま
で
に
、
義
援
金
な
ど

を
２
千
円
（
※
）
を
超
え
て
支

出
し
た
場
合
は
、
寄
附
金
控
除

を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
振
り
込
ん
だ
口
座
が
義
援

金
な
ど
の
受
付
専
用
口
座
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
募
金
要
綱
や

募
金
団
体
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

写
し
な
ど
（
日
本
赤
十
字
社
の

「
東
日
本
大
震
災
義
援
金
」口
座
、

中
央
共
同
募
金
会
の
「
各
県
の

被
災
者
の
生
活
再
建
の
た
め
の

義
援
金
」・「
地
震
災
害
に
お
け

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活

動
支
援
の
た
め
の
募
金
」
口
座

へ
の
寄
附
金
に
つ
い
て
は
不
要
）

と
、
受
領
証
や
振
込
票
の
控
え

な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
現
在
条
例
改
正
案
提
案
中

農
業
所
得
の
計
算
は

収
支
計
算
で

　

農
業
所
得
の
計
算
は
収
支
計

算
で
す
。
農
業
所
得
の
申
告
時
に

は
、
収
入
と
経
費
が
わ
か
る
も
の

（
帳
簿
、
通
帳
、
仕
切
伝
票
、
各

経
費
の
領
収
書
な
ど
）を
整
理
し
、

集
計
し
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

市
県
民
税
の
申
告

初
日
と
最
終
日
は
混
み
あ
い
ま
す

午
後
は
、
比
較
的
す
い
て
い
ま
す

これまで、市役所での申告受付会場
は市役所本館税務課でしたが、今回
は市役所 4 号館（旧市民センター）
となります。

申告受付会場は市役所 4 号館

固定資産税・都市計画税第4期、国民健康保険税第8期、介護保険料第8期、後期高齢
者医療保険料第8期の納期限は2月29日（水）です。問合せ／納税課（☎ 22－3257）

市内 15か所で出張受付
地区

館山

那古

富崎

館野

九重

期　　日　

2月22日（水）

2月28日（火）

2月29日（水）

2月27日（月）

2月17日（金）

2月21日（火）

2月23日（木）

2月24日（金）

2月20日（月）

2月24日（金）

3月		5日（月）

2月16日（木）

2月29日（水）

3月		1日（木）

3月		2日（金）

時　　間

		9:30～15:00

		9:30～15:00

		9:30～11:30

		9:30～15:00

		9:30～15:00

		9:30～15:00

		9:30～15:00

13:30～15:30

		9:30～15:00

		9:30～11:30

		9:30～15:00

		9:30～15:00

13:30～15:30

		9:30～15:00

		9:30～15:00

受　付　場　所

豊 津 ホ ー ル

館山地区公民館

新 井 集 会 所

那古地区公民館

川名青 年会 館

仲 宿 青 年 館

西岬地区公民館

伊 戸 青 年 館

神戸地区公民館

洲 宮 青 年 館

富崎地区公民館

豊房地区公民館

神 余 青 年 館

館野地区公民館

九重地区公民館

船形

西岬

神戸

豊房
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給
与
所
得
者
や
収
入
が
な
い
人

で
も
、
申
告
が
必
要
な
場
合
が

◆
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た

人
は
、
市
県
民
税
の
申
告
を
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
給
与
所
得
者
は
申
告
し
な
く

て
も
よ
い
の
が
原
則
で
す
が
、

会
社
や
事
務
所
か
ら
給
与
支
払

報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い

場
合
は
、
勤
め
先
で
確
認
し
て
、

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
２
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け

て
い
た
人
や
、
給
与
所
得
以
外
に

農
業
所
得
な
ど
他
の
所
得
が
あ
っ

た
人
は
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
人
は
、
保
険
税
の
資
料
に

し
ま
す
の
で
、
収
入
が
な
く
て

も
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申

請
を
す
る
人
は
、
収
入
が
な
く

て
も
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。　

　

問
合
せ
／
税
務
課
（
☎
22
―

３
２
６
２
）

　

所
得
税
・
消
費
税
・
贈
与
税

の
税
務
署
窓
口
で
の
相
談
、
申

告
書
の
提
出
、
納
付
の
期
間
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　

所
得
税
／
２
月
16
日
（
木
）

～
３
月
15
日
（
木
）

　

個
人
事
業
者
の
消
費
税
・
地

方
消
費
税
／
１
月
４
日
（
水
）

～
４
月
２
日
（
月
）

　

贈
与
税
／
２
月
１
日
（
水
）

～
３
月
15
日
（
木
）

　

申
告
書
は
、
窓
口
以
外
に
も
ｅ

―
Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
電
子
申
告
・
納

税
シ
ス
テ
ム
）
や
、
郵
便
ま
た
は

信
書
便
に
よ
る
送
付
、
税
務
署
の

時
間
外
文
書
収
受
箱
に
投
函
す
る

こ
と
で
提
出
で
き
ま
す
。

　

納
税
に
は
、
便
利
な
口
座
振

替
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
振

替
納
付
日
は
、
所
得
税
に
つ
い

て
は
４
月
20
日
（
金
）、
消
費

税
・
地
方
消
費
税
に
つ
い
て
は

４
月
25
日
（
水
）
で
す
。
振
替

納
税
を
希
望
す
る
人
は
、
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る

か
、
館
山
税
務
署
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
還
付
金
の
受
け
取
り

は
、
預
貯
金
口
座
へ
の
振
込
み

を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

申
告
は
「
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
」
で

　

ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
、
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申
告

を
行
う
と
、
①
最
高
４
千
円
の
税

額
控
除
が
あ
る
、
②
添
付
書
類
の

提
出
が
省
略
で
き
る
、
③
還
付
金

処
理
が
早
期
に
行
わ
れ
る
、
な
ど

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
所
得

税
の
確
定
申
告
期
間
中
は
24
時

間
、
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

問
合
せ
／
館
山
税
務
署
（
☎

22
―
０
１
０
１
）

公
的
個
人
認
証

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を

　

ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
な
ど
、
電
子
申

請
を
行
う
に
は
「
公
的
個
人
認

証
サ
ー
ビ
ス
」
の
電
子
証
明
書

の
取
得
が
必
要
で
す
。
発
行
を

希
望
す
る
人
は
、
市
民
課
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
す
で
に
電
子
証
明
書

の
発
行
を
受
け
て
い
る
人
は
、

有
効
期
限
が
３
年
で
す
の
で
、

期
限
切
れ
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
更
新
手
続
き
は
、
有
効
期

限
の
３
か
月
前
か
ら
可
能
で

す
。

　

手
続
き
に
必
要
な
も
の
／
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
運
転
免

許
証
な
ど
の
写
真
付
き
身
分
証

明
書
類
、
印
鑑
、
手
数
料
（
500

円
）

※
申
請
は
本
人
が
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

問
合
せ
／
市
民
課
（
☎
22
―

３
４
１
４
）

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害

を
受
け
た
人
は
、
確
定
申
告
な

ど
の
手
続
き
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
所
得
税
（
国
税
）
な
ど
の

軽
減
・
免
除
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
不
動
産
取
得
税
（
県

税
）、
個
人
住
民
税
（
市
税
）
の

軽
減
措
置
も
あ
り
ま
す
。
軽
減

を
受
け
る
た
め
に
は
、
手
続
き

が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

　

問
合
せ
／
【
国
税
】
館
山

税
務
署
（
☎
22
―
０
１
０
１
）

【
県
税
】
館
山
県
税
事
務
所
（
☎

22
―
７
１
１
７
）
【
市
税
】
市

税
務
課
（
☎
22
―
３
２
６
２
）

所
得
税
・
消
費
税
・

贈
与
税
の
申
告

震
災
被
害
者
対
象

税
の
軽
減
措
置

　平成24、25年度の入

札参加資格申請の追加受

付を実施しています。

　市が発注する事務用品

や材料などの物品を納入

したり、建設工事を受注

するには入札参加資格を

取得することが前提とな

ります。市の受注を希望

する人は忘れずに申請し

てください。有効期間は

平 成 24、25 年 度 の 1

年 10 か月（平成 24 年

6月1日から平成26年

3月31日まで）です。

　申請書作成要領など

は、市ホームページから

ダウンロードすることが

できます。

　受付期間／ 2 月 1 日

（水）～29日（水）

※土・日・祝祭日を除

く。

　受付時間／9:30～

12:00、13:00～ 16:00

　受付業種／①建設工

事、②測量及び建設コン

サルタント業務、③物品

供給等

　問合せ／管財契約課

（☎ 22－3296）

入札参加資格申請

追加受付を実施
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お 知 ら せ
　

昨
年
４
月
の
森
林
法
改
正
に

よ
り
、
今
年
４
月
以
降
、
新
た

に
森
林
の
所
有
者
と
な
っ
た
人

は
、
市
町
村
長
へ
の
届
け
出
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

個
人
・
法
人
を
問
わ
ず
、
売

買
や
相
続
な
ど
に
よ
り
森
林

の
土
地
を
新
た
に
取
得
し
た
人

は
、
面
積
に
関
わ
ら
ず
、
土
地

の
所
有
者
と
な
っ
た
日
か
ら
90

日
以
内
に
、
農
水
産
課
へ
届
け

　

４
月
か
ら
、
し
尿
処
理
手
数

料
を
改
定
し
ま
す
。

　

こ
の
手
数
料
は
、
し
尿
の
く

み
取
り
事
業
者
や
浄
化
槽
清
掃

事
業
者
が
、
く
み
取
っ
た
し
尿

や
浄
化
槽
汚
泥
を
市
の
処
理
施

設
（
衛
生
セ
ン
タ
ー
）
に
持
ち

込
む
際
に
徴
収
す
る
も
の
で
、

現
在
、
１
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
に

つ
き
４
千
200
円
の
手
数
料
が
、

６
千
円
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
し
尿
の
く
み
取
り
時
や
浄

化
槽
清
掃
時
に
事
業
者
に
支
払

う
料
金
に
つ
い
て
、
お
お
む
ね

10
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
14
パ
ー
セ

ン
ト
の
値
上
げ
が
見
込
ま
れ
る

と
い
う
調
査
結
果
が
出
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

問
合
せ
／
環
境
課
（
☎
22
―

３
３
５
４
）

【消費生活についての相談はこちらまで】

千葉県消費者センター　 047-434-0999

相談時間	9:00～ 16:30（日・祝祭日除く )

市役所社会安全課消費生活相談窓口

　 25-5775

相談日　毎月第１・３木曜日　9:00～16:00

と
を
し
っ
か
り
と
確
認
し
、
不
完

全
燃
焼
が
起
き
て
い
な
い
か
確
認

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

（
４
）
特
に
古
い
暖
房
器
具
は
、
部

品
が
劣
化
し
て
不
完
全
燃
焼
を
起

こ
し
や
す
く
な
っ
て
い
る
も
の
や

不
完
全
燃
焼
防
止
装
置
が
つ
い
て

い
な
い
も
の
が
あ
る
た
め
、
使
用

時
に
は
注
意
し
、
場
合
に
よ
っ
て

は
使
用
を
中
止
す
る
か
、
安
全
装

置
の
付
い
た
製
品
に
交
換
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

問
合
せ
／
社
会
安
全
課
（
☎
25

―
５
７
７
５
）

　

今
年
の
冬
は
節
電
の
た
め
、
エ

ア
コ
ン
や
電
気
ス
ト
ー
ブ
の
使
用

を
控
え
、
石
油
機
器
や
ガ
ス
機
器
、

炭
な
ど
を
使
用
さ
れ
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
で
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

こ
う
し
た
燃
焼
を
伴
う
暖
房
器

具
を
、
閉
め
切
っ
た
室
内
で
換
気

を
せ
ず
に
使
用
す
る
と
、
不
完
全

燃
焼
に
よ
る
一
酸
化
炭
素
中
毒
を

引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

暖
房
器
具
な
ど
を
正
し
く
使
用
し
、

節
電
の
冬
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

（
ア
ド
バ
イ
ス
）

（
１
）
一
酸
化
炭
素
は
無
味
無
臭
の

気
体
で
気
づ
き
に
く
い
た
め
、
暖

房
器
具
な
ど
を
使
用
中
に
頭
痛
・

耳
鳴
・
め
ま
い
・
吐
き
気
な
ど
、

少
し
で
も
体
に
違
和
感
を
覚
え
た

ら
、
換
気
を
行
い
、
新
鮮
な
空
気

を
取
り
込
む
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

（
２
）
気
密
性
の
高
い
家
屋
が
増
え

て
い
ま
す
。
一
酸
化
炭
素
濃
度
の

上
昇
を
抑
え
る
た
め
、
１
時
間
に

１
～
２
回
、
１
～
２
分
程
度
換
気

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

（
３
）
暖
房
器
具
な
ど
を
消
火
す
る

際
に
は
、
完
全
に
火
が
消
え
た
こ

森
林
の
所
有
者
届
出
制
度
が

　

 
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

し
尿
処
理
手
数
料
を
改
定
し
ま
す

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

対
象
と
な
る
土
地
／
地
域
森

林
計
画
の
対
象
と
な
っ
て
い
る

民
有
林
（
農
水
産
課
で
確
認
で

き
ま
す
）

　

届
出
書
類
／
①
届
出
書
（
様

式
は
農
水
産
課
に
あ
り
ま
す
）

②
登
記
事
項
証
明
書
な
ど
、
権

利
を
取
得
し
た
こ
と
が
わ
か
る

書
類
の
写
し
③
土
地
の
位
置
を

示
す
図
面

※
平
成
23
年
12
月
時
点
の
検
討

内
容
の
た
め
、
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

問
合
せ
／
市
農
水
産
課
（
☎

22
―
３
３
９
６
）、
県
森
林
課

（
☎
043
―
223
―
２
９
５
１
）
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空間放射線量（館山市）※かっこ内は検査主体 　土壌（館山市）

　農・海産物（千葉県）

　水道水（各水道企業団）

　海水（千葉県・館山市） 　焼却灰・汚泥（館山市）

　市と県では、これまでさまざまな放射性物質の測定を行ってきました。平成 23 年 12 月までに発表さ
れた結果は以下のとおりです。これまでの測定では、暫定規制値（基準値）を超える結果は出ていません。
今後も継続して測定していきます。なお、結果は随時ホームページで公表しています。
　問合せ／環境課（☎ 22－ 3352）	 	 	 	 	 	 	

　下の表は、7 月から 12 月までに測定した主な場所の平
均値と最大・最小値です。（マイクロシーベルト /時）
　結果はいずれも暫定規制値以下でした。

　11月4日に、各保育園等の土壌中（砂場な
ど）の放射性物質を検査しました。
　各箇所の結果は、放射性セシウム134と
137の合計が「不検出」から最大で118 ベ
クレル/kgでした。
※一般土壌中の規制基準は定められていま
せんが、食品の暫定規制値である200 ベク
レル/ ㎏または500 ベクレル/ ㎏をいずれの
箇所も下回っていました。

　県では、毎月県内各地を回り、旬のものを中心としたさまざまな農海産物を採取し検査しています。これまでの検査
では、米、野菜、果実などの農産物、魚貝や海苔などの海産物、すべて暫定規制値以下であることが確認されています。

　水道水の放射性セシウムと放射性ヨウ素を
調べた結果、三芳水道の自己水源である作
名・増間・山本浄水場では、3月から12月
まで「すべて不検出」でした。
　また、水道水の一部は利根川を水源とする
南房総広域水道企業団から供給されていま
すが、こちらも5月から12月までは「すべて
不検出」でした。

　海水中の放射性物質については、
海水浴シーズン前の 5 月から検査が
行なわれています。
　これまでの測定結果では、いずれ
の調査地点も「すべて不検出」でした。
（調査地点：夏季までは市内 8 海水浴
場、秋季以降は北条海岸のみ）

　ごみ焼却処理（清掃センター）、し尿処理（衛生センター）、
下水処理（クリーンセンター）から出る焼却灰や汚泥中の放射
性物質は暫定基準値以下でした。

ごみ焼却灰
放射性ヨウ素は不検出、セシウムは860Bq/
kg（7月）から95Bq/kg（12月）へ減少

し尿処理汚泥肥料
放射性ヨウ素・セシウムともに不検出

下水処理汚泥

放射性物質 すべて暫定規制値以下

（暫定規制値：3.8マイクロシーベルト/ 時）
（汚染状況重点調査地域指定基準値：0.23マイクロシーベルト／時）

（焼却灰の暫定基準値：8,000 ベクレル /kg）

（暫定規制値：放射性ヨウ素2,000 ベクレル /kg、放射性セシウム500 ベクレル /kg）

測定場所（地上0.5m） 平均 最大 最小

公
共
施
設

市役所本館玄関前、中央公園、図書
館駐車場、市民運動場、出野尾多目
的広場、コミセン第1駐車場、西岬
地区公民館運動場、若潮ホール運動
場、鏡ヶ浦クリーンセンターなど

0.05 0.08 0.03

教
育
機
関

市内各保育園 0.04 0.09 0.03
市内各幼稚園 0.04 0.05 0.03
市内各小学校 0.04 0.05 0.03
市内各中学校 0.04 0.05 0.03

観
光
施
設

那古寺、南房パラダイス、野鳥の森、
城山公園山頂広場、赤山地下壕入口、
沖ノ島、北条海岸・平砂浦海岸砂浜
など

0.05 0.09 0.01

館山市で採れた農産物の一例
品　目 採取月 結　果

レタス（露地）
12月

すべて不検出

なばな（露地）
いちご（ハウス）
春菊（露地）

11月温州みかん（露地）
ブロッコリー（露地）

米 8月
とうもろこし（露地） 7月
大根（露地） 6月

千葉県内で採れた海産物の一例
品　目 採取月 結　果

キンメダイ（勝浦東部漁港）

12月

暫定規制値以下

ゴマサバ（鴨川漁港）
マイワシ（銚子漁港）
ブリ（坂田漁港）
乾のり（金田漁場）
ヒラメ（銚子漁港）

マアジ（銚子漁港）
11月スズキ（船橋港）

マダイ（養殖・鋸南町沖）
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お 知 ら せ
　

高
齢
化
が
急
速
に
進
む
安
房

地
域
で
は
、「
老
老
介
護
」
の

悩
み
や
健
康
の
不
安
な
ど
を
抱

く
高
齢
者
が
多
く
、
中
に
は
自

覚
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
「
う
つ

病
」
に
か
か
っ
て
い
る
人
も
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
人
た
ち
に
対
し

て
、
周
り
に
い
る
自
分
た
ち
は

何
が
で
き
る
の
か
、
ど
う
し
た

ら
い
い
の
か
を
考
え
る
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

日
時
／
２
月
18
日
（
土
）
午

前
10
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

　

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、

高
校
、
大
学
な
ど
へ
の
入
学
時

や
在
学
中
に
か
か
る
費
用
（
受

験
料
、
入
学
金
、
授
業
料
、
教

科
書
代
、
ア
パ
ー
ト
の
家
賃
な

ど
）
を
対
象
と
し
た
公
的
な
融

資
制
度
で
す
。

　

融
資
額
／
学
生
・
生
徒
１
人

に
つ
き
300
万
円
以
内

　

返
済
期
間
／
15
年
以
内

　

返
済
方
法
／
毎
月
元
利
均
等

返
済

　

利
率
／
年
２
・
55
％
、
固
定

金
利
（
平
成
23
年
12
月
９
日
現

在
）

　

問
合
せ
／
日
本
政
策
金
融
公

庫
館
山
支
店
融
資
相
談
係
（
☎

22
―
２
９
１
１
）

　（独）平和祈念事業特別基金では、シベリア戦後強制抑留
者に対する特別給付金を支給しています。
　対象／旧ソ連邦またはモンゴル国の地域における戦後強制
抑留者で、平成22年6月16日に日本国籍を有する存命の人
　請求期限／3月 31日（土）
　問合せ／（独）平和祈念事業特別基金事業部特別給付金認
定担当（平日9:00 ～18:00　ナビダイヤル☎ 0570－ 059
－204、ＩＰ電話・ＰＨＳから☎ 03－5860－2748）

戦後強制抑留者を対象に給付金を支給

公
的
な
融
資
制
度
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

早 春 茶 会 高
齢
期
の
こ
こ
ろ
の
疲
れ
と
悩
み

―
気
づ
き
の
輪
を
広
げ
よ
う
―

講
演
会

高速ジェット船「セブンアイランド」
２月４日から春の季節運航を開始

▲館山夕日桟橋に接岸する高速ジェット船「愛」

　高速ジェット船「セブンアイランド」の季節運航が 2月4日（土）

から開始されます。

　館山から大島への日帰りが可能な東京～館山～大島航路が 2月4

日（土）から4月1日（日）までの58日間、「“渚の駅”たてやま」

を拠点に館山夕日桟橋（館山港多目的観光桟橋）から毎日運航します。

2月11日（土・祝）から3月4日（日）までは、館山～大島～下田

を120 分で結ぶ“海のフラワーライン”が運航となり、各地で花をテー

マとしたイベントが開催されます。また、館山～大島航路（約 55 分）

では、島内観光、昼食の付いた日帰りバスプランや源泉かけ流しの

宿に泊まる1泊2日のフリープランが利用可能です。

※運航に合わせ、路線バス（観光桟橋線：ＪＲ館山駅西口⇔“渚の駅”

たてやま）が運行されます。

※高速ジェット船の就欠航については、東海汽船（株）ホームページ

（http://www.tokaikisen.co.jp）または専用電話（6:00 ～8:00

　☎ 03－3433－2101）で確認してください。

　日時／2月26日（日）10:00～15:00

　場所／城山公園茶室「雁月庵」

　料金／一服300円

　主催／館山市茶道連盟

　問合せ／生涯学習課

　（☎22－3698）

予約・問合せ
鏡浦自動車（株）
コスモ観光（株）
ＪＡ安房旅行センター
（株）ジェットスト
リームトラベル
ナギレン観光
日東観光
房日観光
まもるトラベル

電話番号
☎27－5311
☎23－7353
☎30－9150

☎22－5796
☎22－0113
☎25－5552
☎24－8510

☎22－5930

　

会
場
／
南
総
文
化
ホ
ー
ル
小

ホ
ー
ル

　

講
師
／
川
野
健
治
氏
（
自
殺

予
防
総
合
対
策
セ
ン
タ
ー
自
殺

予
防
対
策
支
援
研
究
室
長
）

　

入
場
料
／
無
料

　

問
合
せ
／
福
祉
課
（
☎
22
―

３
４
９
２
）
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先
月
８
日
（
日
）、
南
総
文
化

ホ
ー
ル
を
会
場
に
成
人
式
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
、
市
内
で
成
人
を
迎
え
る

の
は
平
成
３
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
４
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ

た
人
で
、
昨
年
よ
り
22
人
少
な
い

414
人
（
男
性
211
人
、
女
性
203
人
）。

こ
の
う
ち
322
人
が
式
典
に
出
席
し

ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
金
丸
市
長
か
ら
新

成
人
に
向
け
て
「
そ
れ
ぞ
れ
が
持

つ
個
性
に
さ
ら
に
磨
き
を
か
け
て
、

旺
盛
な
る
探
究
心
と
チ
ャ
レ
ン
ジ

精
神
を
発
揮
し
、
社
会
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
活
躍
し
て
ほ
し
い
」
と
激

励
の
言
葉
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
新
成
人
を
代
表
し
て
、

石
井
健

た
け
し

さ
ん
（
房
南
中
学
校
出
身
）

が
市
民
憲
章
を
朗
読
、
鈴
木
瞳
さ

ん
（
館
山
三
中
出
身
）
が
「
二
十
歳

の
誓
い
」
を
述
べ
ま
し
た
。

　

後
半
に
は
、
館
山
白
百
合
幼
稚

園
の
卒
園
生
で
構
成
さ
れ
て
い
る

館
山
白
百
合
合
奏
団
の
皆
さ
ん
に

よ
る
「
館
山
黒
潮
太
鼓
」
の
演
奏

で
新
成
人
を
盛
大
に
お
祝
い
し
ま

し
た
。	

　

昨
年
夏
に
二
十
歳
に
な
り

ま
し
た
が
、
成
人
式
を
迎
え
、

や
っ
と
実
感
が
湧
い
て
き
ま
し

た
。
両
親
に
は
、
こ
こ
ま
で
育

て
て
も
ら
い
、
感
謝
の
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

現
在
は
一
人
暮
ら
し
を
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
何
も
し
て

い
な
か
っ
た
の
で
、
最
初
は
大

変
で
し
た
が
、
今
は
だ
い
ぶ
慣

れ
ま
し
た
。

　

大
学
で
は
、
そ
れ
ま
で
触
れ

て
こ
な
か
っ
た
こ
と
に
挑
戦
し

よ
う
と
、
経
済
学
を
専
攻
し
ま

し
た
。
将
来
も
経
済
に
関
す
る

仕
事
に
就
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

成
人
を
迎
え
る
と
い
う
こ
と

は
、
社
会
か
ら
見
た
ら
大
人
の

仲
間
入
り
を
す
る
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、
思
っ
た
以
上
に
自
覚

が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
両
親
や
学
校
の
先

生
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
人
に
支

え
ら
れ
て
き
た
の
で
、
そ
の
恩

返
し
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

大
学
で
は
、
教
育
に
つ
い
て

学
ん
で
い
ま
す
。
将
来
は
、
目

の
前
の
子
ど
も
と
真
剣
に
向
き

合
い
、
そ
の
子
の
持
っ
て
い
る

個
性
や
可
能
性
を
最
大
限
に
伸

ば
せ
る
よ
う
な
教
員
に
な
り
た

い
で
す
。

414
人
が
二
十
歳
の
門
出

▲「二十歳の誓い」を述べる鈴木瞳さん

絶
え
ず
一
歩
で
も
前
へ
進
ん
で
い
き
た
い

石
井　

健
さ
ん

鈴
木　

瞳
さ
ん

育
て
て
く
れ
た
両
親
に
感
謝

こ
れ
か
ら
は
恩
返
し
を
し
た
い
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市
で
は
、
第
３
期
基
本
計
画

（
平
成
23
年
度
～
平
成
27
年
度
）

の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
今
年
度
、

計
画
事
業
の
ひ
と
つ
で
あ
る「
花

を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
を

推
進
す
る
た
め
、
市
の
イ
メ
ー

ジ
フ
ラ
ワ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

　

イ
メ
ー
ジ
フ
ラ
ワ
ー
は
、
応
募

さ
れ
た
花
の
中
か
ら
イ
メ
ー
ジ

フ
ラ
ワ
ー
選
定
委
員
会
が
選
考

し
、
決
定
し
ま
す
。
選
定
さ
れ

た
花
は
、
平
成
27
年
度
ま
で
の

間
、市
の
印
刷
物
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
デ
ザ
イ
ン
に
使
う
な
ど
し

て
、〝
花
の
ま
ち
館
山
〟
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
役
立
て
ま
す
。

　

応
募
資
格
／
ど
な
た
で
も
応

募
で
き
ま
す
。（
１
人
１
回
の
み
）

　

応
募
方
法
／
応
募
用
紙
、
は

が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
に
よ
り
、「
イ
メ
ー
ジ

フ
ラ
ワ
ー
に
ふ
さ
わ
し
い
花
」

（
最
大
３
つ
ま
で
）、
そ
の
花
を

選
ん
だ
理
由
、郵
便
番
号
、住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
職

業
（
①
花
き
生
産
業
②
観
光
業

③
そ
の
他
の
い
ず
れ
か
）
を
記

入
の
上
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　

応
募
用
紙
・
回
収
箱
設
置
場

所
／
市
役
所
本
館
、
市
図
書
館
、

市
立
博
物
館
本
館
・
分
館
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
各
地

区
公
民
館
、
若
潮
・
菜
の
花
・

豊
津
各
ホ
ー
ル
、
Ｊ
Ａ
安
房
本

店
・
各
支
店
（
市
内
の
み
）、

館
山
市
観
光
協
会
（
駅
東
口
）、

館
山
駅
西
口
体
験
交
流
セ
ン

タ
ー

　

応
募
特
典
／
応
募
者
か
ら
抽

選
で
10
人
に
イ
メ
ー
ジ
フ
ラ

ワ
ー
を
贈
呈　

　

応
募
期
限
／
２
月
13
日
（
月
）

必
着　

　

応
募
・
問
合
せ
／
〒
294
―

８
６
０
１　

北
条
１
１
４
５
―
１

　

企
画
課
（
☎
22
―
３
１
４
７
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
23
―
３
１
１
５
、
Ｅ

メ
ー
ルk

ik
a
k
u
k
a
@
c
ity

.

ta
te
y
a
m
a
.c
h
ib
a
.jp

）

募 集

有 
料 
広 
告

　職種／大型バス運転手
　勤務内容／市有大型バスの運行・管理
　運行範囲／原則として関東一円および
山梨県の一部　
　資格／①大型2種の運転免許を取得
していること②5年以上の観光バスの
運転経験があること
　年齢／55～ 65歳（平成24年 4月
1日現在）
　採用人数／1人
　雇用期間／平成24年 4月 1日～平
成24年9月30日
※ただし、現有車両が老朽化しており、
廃車が決定されたときは雇用期間内で
あっても雇用を終了します。
　勤務日／月15日程度
　勤務時間／原則として午前8時30分
～午後5時15分（休憩時間60分）
※運行場所などにより変更となる場合が
あります。
　賃金／時間給1,250円
　申込方法／ハローワーク
　申込締切／2月15日（水）
　選考方法／【1次選考】書類選考【二
次選考】面接（2月下旬に予定）
　問合せ／管財契約課（☎22－3296）

非常勤職員を募集
（大型バス運転手）

市
の
イ
メ
ー
ジ
フ
ラ
ワ
ー
を
募
集

有料広告スペース

縦45ミリメートル
横85ミリメートル

８千円

有料広告スペース

縦45ミリメートル
横85ミリメートル

８千円

有料広告スペース

縦45ミリメートル
横85ミリメートル

８千円

有料広告スペース

縦45ミリメートル
横85ミリメートル

８千円
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市
で
は
、
健
康
に
関
す
る
正

し
い
知
識
を
市
民
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
健
康
講

座
「
知
っ
て
得
す
る
健
康
塾
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
こ
こ
ろ
の
健
康
を

テ
ー
マ
に
、
ス
ト
レ
ス
へ
の
対

処
方
法
や
ス
ト
レ
ス
と
上
手
に

付
き
合
っ
て
い
く
方
法
（
ス
ト

レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
な
ど
を

紹
介
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
、
後
回
し
に
な
り
が
ち
な
自

分
の
〝
こ
こ
ろ
〟
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

日
時
／
２
月
25
日
（
土
）
午

後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
（
受

付
午
後
１
時
15
分
～
）

　

場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

　

今
年
度
最
後
の
集
ま
り
は
、

「
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
・

千
葉
県
支
部
」
の
人
と
の
意
見

交
換
会
を
行
い
ま
す
。
介
護
に

つ
い
て
の
悩
み
や
心
配
事
を
一

人
で
抱
え
込
ま
ず
、
同
じ
経
験

を
し
た
皆
さ
ん
と
交
流
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

　

日
時
／
２
月
22
日
（
水
）
午

後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
（
受

付
午
後
１
時
～
）

　

場
所
／
湊
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー

※
い
す
席
で
行
い
ま
す
。

　

対
象
／
家
族
介
護
を
し
て
い

る
人
、
ま
た
は
経
験
し
た
人

　

申
込
締
切
／
２
月
20
日
（
月
）

※
Ｊ
Ｒ
館
山
駅
・
湊
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
間
の
無
料
送
迎
バ
ス

を
用
意
し
ま
す
。
希
望
す
る
人

は
必
ず
申
し
込
み
を
し
て
、
当

日
午
後
０
時
50
分
に
Ｊ
Ｒ
館
山

駅
西
口
に
集
合
し
て
く
だ
さ

い
。

　

申
込
み
・
問
合
せ
／
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
た
て
や
ま

（
☎
25
―
７
１
９
１
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

25
―
７
１
９
２
）

生
涯
大
学
校
で

二

次

募

集

　

千
葉
県
生
涯
大
学
校
で
は
、

平
成
24
年
度
４
月
入
学
生
の
二

次
募
集
を
行
い
ま
す
。

　

入
学
資
格
／
県
内
在
住
で
、

社
会
参
加
意
欲
の
あ
る
60
歳
以

上
（
昭
和
27
年
４
月
１
日
以
前

生
ま
れ
）
の
人

　

募
集
人
数
／
福
祉
科
68
人
、

生
活
科
21
人
、
園
芸
科
20
人
、

陶
芸
科
５
人

　

授
業
料
／
年
額
１
万
８
千
円

　

願
書
配
布
場
所
／
市
福
祉

課
、
南
房
学
園
事
務
局
、
県
高

齢
者
福
祉
課
な
ど

　

願
書
受
付
期
間
／
２
月
10
日

（
金
）
～
29
日
（
水
）

　

願
書
提
出
・
問
合
せ
／
〒
260

―
０
８
０
１　

千
葉
市
中
央
区

仁
戸
名
町
666
―
２　

千
葉
県
生

涯
大
学
校
事
務
局
（
☎
043
―
266

―
４
７
０
５
）

第
６
回
介
護
家
族
会
の
つ
ど
い

知
っ
て
得
す
る
健
康
塾

地震・津波
－その発生メカニズムと予知－

　市内に研修所を持つ筑波大学と館山市の連携講座『地震・津波－
その発生メカニズムと予知－』を開催します。
　地震・津波の研究を行っている教授と大学院生を講師に迎え、地震・
津波の発生メカニズムについて、昨年発生した東日本大震災を検証
しながら、関東地方の過去の地震、これから発生する可能性のある
地震や地域の情報など、地震予知の観点も交えながら解説します。
　日時／2月 19日（日）13:30 ～ 16:30
　会場／筑波大学館山研修所（ＪＲ館山駅西口海岸付近）
※駐車場がありませんので、北条海岸無料駐車場を利用してください。
　講師／筑波大学　藤野滋弘助教授（津波堆積物）、八木勇治准教
授（地震学）ほか
　定員／80人（先着順）
　費用／100円（資料代）
　申込締切／2月 15日（水）
　申込み・問合せ／中央公民館（☎ 23－ 3111）

筑波大学・館山市　連携公開講座

タ
ー
集
団
指
導
室

　

テ
ー
マ
／
「
現
代
人
に
捧
ぐ
、

ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
術
～

あ
な
た
の
心
と
か
ら
だ
の
バ
ラ

ン
ス
～
」

　

講
師
／
齋
藤
由
美
氏
（
臨
床

心
理
士
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

ル
ー
ム
「
プ
ロ
ッ
シ
ュ
」
所
長
）

　

入
場
料
／
無
料

　

定
員
／
30
人
（
市
民
優
先
、

要
事
前
申
込
み
）

　

申
込
み
・
問
合
せ
／
健
康
課

（
☎
23
―
３
１
１
３
）
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厚
生
労
働
省
で
は
、
女
性
の

能
力
発
揮
や
仕
事
と
家
庭
の
両

立
支
援
に
取
り
組
む
企
業
を
対

象
に
実
施
し
て
い
る
「
均
等
・

両
立
推
進
企
業
表
彰
」
の
候
補

企
業
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
企
業
／
「
均
等
・
両
立

推
進
企
業
表
彰
基
準
」
を
満
た

す
企
業　

※
基
準
は
厚
生
労
働
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
.

m
h
lw

.g
o
.jp

/
g
e
n
e
r
a
l/

se
id

o
/k

o
y
o
u
/k

in
to

u
/ry

-

o
u
ritsu

.h
tm

l

）
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

　

応
募
方
法
／
応
募
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
千
葉
労

働
局
雇
用
均
等
室
あ
て
に
郵
便

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
送
っ
て
く
だ

さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
厚
生
労
働
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

応
募
期
限
／
３
月
31
日
（
土
）

　

応
募
・
問
合
せ
／
〒
260
―

８
６
１
２　

千
葉
市
中
央
区
中

央
４
―
11
―
１　

千
葉
労
働
局

雇
用
均
等
室
（
☎
043
―
221
―
２

３
０
７
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
043
―
221
―

２
３
０
８
）

募 集

「子育て応援塾」の参加者を募集
　市では「子育て応援塾」として、しつけなどに悩む保護者
を対象に、アメリカで開発された子育て支援プログラム「Ｃ
ＳＰ（コモンセンス・ペアレンティングの略で、誰にでもで
きるしつけのこと）」についての講座を開催します。
　日程／表のとおり
　場所／市保健センター集団指導室
　講師／梶岡葉子氏（四街道市家庭相談員、ＮＰＯ法人オレ
ンジの会ＣＳＰトレーナー）
　対象／2歳から7歳の子どものいる保護者
※原則、全6回受講できること。
　定員／10人（要電話申込み・先着順）
　参加費／無料
※お子さんと一緒に受講できませんので、どなたかに保育を依頼
してください。有料でファミリーサポートを利用することもできます。
　申込み・問合せ／健康課（☎ 23－3113）

「
均
等
・
両
立
推
進
企
業
表
彰
」
の

　
　
　
　
　
　

 

候
補
企
業
を
募
集

内　容
わかりやすいコミュニ
ケーション

自分自身をコントロー
ルする教育法

日　時
2月 15日（水）
10:00～11:30
3月 14日（水）
10:00～11:30
4月	 ４日（水）
10:00～11:30
4月 25日（水）
10:00～11:30
5月 23日（水）
10:00～11:30
6月 13日（水）
10:00～11:30

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

▼子育て応援塾の日程

良い結果・悪い結果

効果的なほめ方

予防的教育法

問題行動を正す教育法

「
だ
ん
暖
た
て
や
ま
」
に
広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か

　

広
報
「
だ
ん
暖
た
て
や
ま
」
に
掲
載
す
る
広
告
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

広
告
は
、
申
込
期
限
を
定
め
て
募
集
し
て
い
ま
す
が
、
広
告
の
枠
に

余
裕
が
あ
る
場
合
に
は
、
随
時
掲
載
す
る
広
告
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

市
内
全
世
帯
を
対
象
に
発
行
さ
れ
る
広
報
を
商
店
、
事
業
所
な
ど
の

宣
伝
・
Ｐ
Ｒ
に
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

だ
ん
暖
た
て
や
ま
へ
の
広
告

の
掲
載
は
１
号
単
位
で
、
広
告

の
大
き
さ
は
縦
45
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
、
横
85
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
す
。

色
は
黒
と
青
の
２
色
刷
で
す
。

１
号
に
掲
載
で
き
る
広
告
は
原

則
と
し
て
４
件
ま
で
。
応
募
が

４
件
を
超
え
た
場
合
に
は
、
市

の
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
、
掲

載
す
る
広
告
を
決
定
し
ま
す
。

■
広
告
掲
載
場
所
／
２
色
刷
り

ペ
ー
ジ
の
下
２
段

■
広
告
料
／
１
号
１
件
に
つ
き

８
千
円
（
市
外
の
事
業
者
に
つ

い
て
は
５
割
増
し
）

※
現
在
、
平
成
24
年
４
月
１
日

号
ま
で
の
申
込
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
掲
載
を
希
望
す
る
場

合
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
広
告
の
内
容
な
ど
に
よ
り
、

掲
載
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
応
募
の
方
法
や
広
告
原
稿

の
作
成
方
法
、
提
出
方
法
な
ど

詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

h
ttp

://w
w
w
2
.c
ity

.ta
te
y
a
-

m
a
.c
h
ib
a
.jp

/

会社のＰＲや商店の売り出

しなどに「有料広告」をご

利用ください。

８５ミリメートル

45
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

　

問
合
せ
／
秘
書
広
報
課
（

22
―
３
１
２
１
）
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館
山
国
際
交
流
協
会
ベ
リ
ン

ハ
ム
委
員
会
で
は
、
５
月
27

日
（
日
）
に
米
国
の
姉
妹
都
市

ベ
リ
ン
ハ
ム
市
で
開
催
さ
れ
る

「
ス
キ
ー
・
ト
ゥ
ー
・
シ
ー
レ
ー

ス
」
に
参
加
す
る
選
手
を
募
集

し
ま
す
。

　

滞
在
期
間
中
は
、
姉
妹
都
市

委
員
会
メ
ン
バ
ー
な
ど
の
家
に

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
ま
す
。
渡
航

費
用
な
ど
は
す
べ
て
参
加
者
負

担
で
す
。

　

競
技
の
概
要
／
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
ス
キ
ー
、
ダ
ウ
ン
ヒ

ル
ス
キ
ー
ま
た
は
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
、
マ
ラ
ソ
ン
、
自
転
車
、
カ

ヌ
ー
、
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
、

シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
の
７
種
目
に
よ

る
リ
レ
ー
（
コ
ー
ス
全
長
約
160

キ
ロ
）

　

参
加
資
格
／
ベ
リ
ン
ハ
ム
市

民
と
の
交
流
に
興
味
が
あ
り
、

今
後
、
交
流
に
参
加
す
る
熱
意

の
あ
る
高
校
生
以
上
の
人

　

締
切
／
２
月
20
日
（
月
）

　

申
込
み
・
問
合
せ
／
館
山
国

際
交
流
協
会
ベ
リ
ン
ハ
ム
委
員

会
事
務
局　

北
見
（
☎
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
23
―
０
８
８
４
、
Ｅ
メ
ー
ル

k
in
u
y
o
@
a
w
a
.o
r.jp

）

◆「館内整理日」ってなに？

　市図書館は毎週月曜日のほかに、毎月第４金曜日（祝日にあたる場合は

その前日）を休館日としています。この日はただ休むのではなく「館内整理日」

といって、職員は図書館の中で仕事をしています。納めるスペースを考えて

大幅に本を移動したり、古くなって利用の見込みがなくなった本や、破れ

たり傷みが激しくなって使えなくなった本を棚から抜いて廃棄したり、書庫

内の整理をするなど、開館中にはなかなかできない仕事をする日が「館内

整理日」です。また、年に一度、一週間前後設ける「特別整理期間」に

は蔵書点検を行い、正確な資料の提供ができるように努めています。

　２月の「館内整理日」は24日です。図書館を使いやすくするための月に

一度の大事な休館日。ご理解とご協力をお願いいたします。

●今月のおすすめ
　『ヒット商品研究所へようこそ！』　こうやまのりお	著　／　講談社

　コンビニに行けば必ず置いてあるかき氷の棒付きアイス、コーナーで転ばずに

早く走れるという靴底が左右非対称の子ども向け運動靴、シリーズで何百万部

ものベストセラーになっている少年少女向けの文庫本。子どもはもちろん、大人

でも知っている人は多いでしょう。この本は、そんな３つの商品にクローズアップ

して、どんなきっかけで、どんな人たちが生み出し、どんな工夫がなされている

のかを探ったドキュメントです。

　３つの商品に携わった大人に共通しているのは、自分たちが「ワクワクドキドキ」

しながらものを作っていること。でもそれが仕事をし、誰かの笑顔につながって、

自分も笑顔のある生活を送るのに一番必要な気持ちかもしれません。ヒット商品

の裏側から、日本が元気になるための秘訣が見えてきます。児童書ではあります

が、大人が読んでも多くの発見がある一冊です。

2月の休館日　
2/6、13、20、24、27図書館だより 75 館山市図書館（ 22－0701）

2月のおはなし会・わらべうたの会
児童向け 2/4､11､18､25　(14:00 から ) 

幼児向け 2/3　(10:30 から ) 

わらべうたの会 2/10

　　　　　　(10:30からと11:00 から ) 

館山シニア選手権卓球大会

　日時／3月11日（日）9:00 競技開始
　場所／市営市民体育館
　種目／男子50代の部、女子50代の部、
男子 60 代の部、女子 60 代の部、男子
70歳以上の部、女子70歳以上の部
　対象／市内在住ま
たは在勤で、2月28日
現在の年齢が50歳以
上の人
　参加費／500 円
（会場にて徴収）
　申込締切／2月10日（金）17:00 まで
　申込み・問合せ／糟谷智之（☎ 090
－ 4018 － 4481）

50 歳以上の参加者募集
姉
妹
都
市
ベ
リ
ン
ハ
ム
市
で
５
月
に
開
催

ス
キ
ー
・
ト
ゥ
ー
・
シ
ー
レ
ー
ス
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市
民

シリーズ

357

「
鏡
ヶ
浦
の
夕
日
は
素
晴
ら
し
く
、

誇
り
だ
と
思
い
ま
す
」

311

　

市
民
や
来
訪
者
の
皆
さ
ん
に
、

広
く
親
し
ま
れ
る
桟
橋
を
目
指

し
て
、「
館
山
港
多
目
的
観
光
桟

橋
」
の
愛
称
を
募
集
し
た
と
こ

ろ
、
全
国
か
ら
300
件
を
超
え
る
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

選
考
委
員
会
で
は
、
愛
称
か
ら

「
館
山
を
限
定
で
き
る
こ
と
」「
館

山
の
風
景
を
想
像
で
き
る
こ
と
」

な
ど
を
前
提
に
検
討
し
た
結
果
、

市
内
在
住
の
庄
司
増
子
さ
ん
の

考
案
し
た
『
館
山
夕
日
桟
橋
』
に

決
定
。「
館
山
の
残
し
て
お
き
た

い
風
景
が
表
現
さ
れ
て
い
る
」「
館

山
湾
の
夕
日
は
、
日
本
の
夕
陽
百

選
に
選
ば
れ
て
い
る
」
な
ど
が
決

め
手
と
な
り
ま
し
た
。

　

庄
司
さ
ん
は
「
鏡
ヶ
浦
の
夕
日

は
素
晴
ら
し
く
、
誇
り
だ
と
思
い

ま
す
。
な
の
で
『
夕
日
』
を
入
れ

た
名
前
に
し
ま
し
た
。
受
賞
の
知

ら
せ
を
聞
い
て
び
っ
く
り
。
ま
さ

か
選
ば
れ
る
と
は
思
い
ま
せ
ん

で
し
た
」「
小
さ
い
頃
、
鏡
ヶ
浦

で
泳
い
だ
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

桟
橋
か
ら
花
火
を
見
た
時
は
、
水

中
花
火
な
ど
迫
力
が
あ
り
、
す
ば

ら
し
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
「
館

山
」
を
Ｐ
Ｒ
し
て
欲
し
い
で
す
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
今
後
『
館
山
夕
日
桟

橋
』
の
愛
称
を
、
広
報
や
観
光
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
に
表
示
す
る
な
ど
、

広
く
定
着
し
、
親
し
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
積
極
的
な
活
用
を
図

り
ま
す
。

　

ま
た
、桟
橋
の
基
部
で
は
、タ
ー

ミ
ナ
ル
機
能
や
観
光
情
報
発
信

の
機
能
な
ど
を
併
せ
持
つ
、
海
辺

の
交
流
拠
点
「〝
渚
の
駅
〟
た
て

や
ま
」
が
３
月
25
日
（
日
）
の
オ
ー

プ
ン
に
向
け
、
整
備
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
館
山
湾
を
中
心
と
し

た
磯
場
の
生
き
物
が
間
近
で
観

察
で
き
る
『
海
辺
の
広
場
』
や
館

山
湾
を
一
望
で
き
る
『
展
望
デ
ッ

キ
』
な
ど
、
博
物
館
分
館
と
と
も

に
、
海
辺
の
賑
わ
い
空
間
を
創
出

し
ま
す
。

鎌
倉
と
館
山
の
仏
像

で
す
。

　

大
き
さ
は
異
な
り
ま
す
が
、
来
迎

寺
の
地
蔵
菩
薩
像
と
よ
く
似
た
仏
像

が
館
山
に
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
市

内
安あ

ぶ

り

布
里
に
あ
る
源げ

ん
け
い
い
ん

慶
院
の
地
蔵
菩

薩
坐
像
で
、
来
迎
寺
像
と
同
じ
頃
に

つ
く
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
像
高
は
35
・
４
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
と
小
像
で
す
が
、
本
格
的
な
技
法

で
制
作
さ
れ
た
法
衣
垂
下
の
地
蔵
菩

薩
坐
像
で
す
。

　

鎌
倉
で
流
行
し
た
「
宋
風
」
文
化

の
代
表
的
な
表
現
と
し
て
、
鎌
倉
と

館
山
の
法
衣
垂
下
像
を
紹
介
し
ま
し

た
が
、
市
内
塩し

お
み見

に
あ
る
善ぜ

ん
え
い
じ

栄
寺
の

愛あ
い
ぜ
ん
み
ょ
う
お
う
ざ
ぞ
う

染
明
王
坐
像
な
ど
も
、
鎌
倉
周
辺

に
集
中
的
に
見
ら
れ
る
形
式
の
像
で

あ
り
、
こ
の
よ
う
な
仏
像
が
館
山
に

あ
る
こ
と
も
、
鎌
倉
文
化
圏
と
し
て

の
特
徴
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
る

で
し
ょ
う
。

　

館
山
に
は
、
円え

ん
が
く
じ

覚
寺
や
極ご

く
ら
く
じ

楽
寺
な

ど
、
鎌
倉
の
有
力
寺
院
の
所
領
が
あ

り
、
中
世
の
武
士
や
僧
侶
の
納
骨
・

供
養
施
設
で
あ
る
や
ぐ
ら
が
数
多
く

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
館

山
が
鎌
倉
か
ら
の
影
響
を
受
け
て
い

た
こ
と
を
示
す
も
の
で
す
が
、
仏
像

彫
刻
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え

ま
す
。

　

鎌
倉
時
代
後
半
、
大
陸
か
ら
本
格

的
な
禅
宗
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
、
鎌

倉
で
は
中
国
・
宋
の
影
響
を
受
け
た

独
自
の
仏
教
文
化
が
花
開
き
ま
す
。

「
宋そ

う
ふ
う風

」
と
呼
ば
れ
る

表
現
が
流
行
し
、
鎌

倉
か
ら
関
東
各
地
に

広
が
り
ま
し
た
。

　

仏
像
彫
刻
で
は
、

衣
を
長
く
垂
ら
す

法ほ
う
え
す
い
か

衣
垂
下
、
型
抜
き

し
た
土
を
表
面
に
貼

る
土ど

も
ん
そ
う
し
ょ
く

紋
装
飾
、
く
つ
ろ
い
だ
姿
を
と

る
遊ゆ

げ
ざ戯

坐
な
ど
、
他
の
地
域
で
は
あ

ま
り
見
ら
れ
な
い
作
風
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
土
紋
装
飾
や
遊
戯
坐
の
仏

像
は
鎌
倉
以
外
の
地
で
つ
く
ら
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
法

衣
垂
下
像
に
つ
い
て
は
南
北
朝
時
代

以
降
、
鎌
倉
を
中
心
に
三
浦
半
島
や

房
総
半
島
に
広
が
り
、
安
房
地
方
に

も
何
体
か
現
存
し
て
い
ま
す
。

　

鎌
倉
に
あ
る
法
衣
垂
下
像
の
代
表

と
し
て
、
鎌
倉
市
西に

し
み
か
ど

御
門
の
来ら

い
こ
う
じ

迎
寺

地じ
ぞ
う
ぼ
さ
つ

蔵
菩
薩
坐ざ

ぞ
う像

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

今
は
廃は

い
じ寺

と
な
っ
て
い
る
報ほ

う
お
ん
じ

恩
寺

の
本
尊
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
永
徳

４
（
１
３
８
４
）
年
に
作
ら
れ
た

も
の
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
像ぞ

う
こ
う高

は
84
・
１
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
で
、

禅ぜ
ん
じ
ょ
う
い
ん

定
印
を
結
ぶ
め

ず
ら
し
い
姿
を
し

て
い
る
の
も
特
徴

シ
リ
ー
ズ

中
世
の
安
房
と
鎌
倉
⑩

▲金丸市長から賞状を受け取る庄司さん

▲鎌倉市	来迎寺の地蔵
　菩薩坐像

▲館山市	源慶院の地蔵
　菩薩坐像

市
立
博
物
館
の
休
館
日

２
月
６
日
、13
日
、20
日
、27
日


